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会長挨拶 

『失敗を恐れるな チャレンジャーであれ！』 
会長 小口直久 

薩摩藩島津家に代々伝わる教えがあります。会

社または組織の中で、評価されるべき人を次の５段

階で示しています。 

「薩摩の教え・男の順序」 

１．何かに挑戦し、成功した者 

自ら考え行動、挑戦し、そして成功、結果を出したも

のが１番高い評価を受けるのは当然だと思います。 

２．何かに挑戦し、失敗した者 

自ら考え、行動、挑戦したが、今回は失敗し結果を

出せなかった・・やはり挑戦しなければ成功もないし

結果も出ません。自分が考えるのに１番大事なのは

この２番だと思います。今回の失敗をバネに、あきら

めずに問題点等クリアーにして改めて挑戦する。挑

戦し続けることが必要だと思います。日本ではいち

ど失敗するとなかなか起き上がれないのが現状で、

やはり失敗を許容する文化が必要だと考えます。 

３．自ら挑戦しなかったが、挑戦した人の手助けをし

た者 

自らは考え行動しなかったが自分の仲間が挑戦し

ているものの手助けをする、組織で動いている以上

１人で頑張ってもどうしようもありませんので、やはり

賛同してくれる仲間がいてそして協力して物事に当

たって成功に収める、やはりチャレンジャーも必要

ですがサポートする人間も非常に重要だと考えます。 

４．何もしなかった者 

何もしなかったものとは決められたことだけを淡々と

こなし、新しいことへの挑戦は一切しない、やはり決

められたことだけをやっているのでは無難に過ごす

ことができますが、組織としては衰退してしまうし、活

性化もされません。 

５．何もせず、批判だけしている者 

こちらに関しては言語道断で、仲間が挑戦している

のを馬鹿にしたり、また失敗したら自分は失敗すると

思っていたとか、最初からやらなければよかったの

にとか、批判ばかりする・・ 組織の足を引っ張る人

は人数が多ければ

多いほど大勢いるの

ではないかなど考え

ます。ロータリーに関

して言えば大きな目

的を共有しておりま

すのでそんな事はな

いと思いますが、私

がいろんな組織に属

してやってきましたがやはりこの手の人は結構多か

ったかなと思います。 

今回こちらの教訓から学ぶ事は、私も含め皆さんに

は失敗を恐れず、常に挑戦者であって欲しいとおも

います。新しいことに挑戦し続けることで、クラブ内

♪今週のことば

会員数 38人 6人 10,000円

出席対象 38人 累　計 65,000円

出席者数 32人 目標額 60万円

出 席 率 84.2% 達成率 10.8%

前回修正 76.3%

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ

本日の例会は職業奉仕委員会担当による「温故知新」チャーターメンバーに聞いてみ
よう！です。チャーターメンバーの皆様楽しいお話を期待しています。本日はよろしくお
願いします。　　会長　小口直久
本日諏訪湖ロータリークラブチャーターのお話楽しみにしてます。パネラーの皆さんよ
ろしくお願いします。　　幹事　宮坂英貴
元気です！　大澤　邦彦
昨日のゴルフコンペで初めて２バーディが出ました。　林　洋三
イタリア・アルゼンチンのボート事前合宿の応援に午前中行ってきました。オリンピックで
頑張ってください。　萩田　均
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は活性化し魅力あるクラブになるのではないでしょうか。 

本日は諏訪湖ロータリークラブ３６年前に創立した

チャーターメンバーの方々に『温故知新』というテー

マでいろんなお話をお聞きしたいと思います。やは

り３６年の歴史の中にこれだけの魅力あるクラブを作

ってくれたのは先達の挑戦があり結果を残してきた

証だと考えます。今回の例会の中で少しでもこんな

ことが感じ取れれば良いかなと思っております。 

本日はよろしくお願いいたします。 

◇幹事報告◇ 
【理事会報告】 

１）８月例会予定 

１．ガバナー補佐訪問例会について。 

タイムスケジュール、服装、着席時間なども細かく

決められています。また当日は、会長幹事事前

懇談会やクラブ協議会もあります。 

２．諏訪湖クリーンまつりについて 

昨年度と同じ短縮版になり大きな催し物はありま

せん。ただし諏訪湖クラブは独自の子供対象の

行事「GO ON THE SUWAKO」の準備のために、

清掃後無免許で乗れるエンジン付きゴムボート

の組み立てと操縦練習があります 

３．ガバナー公式訪問例会 

４．第３６期決算報告 

２）８月２２日（日） 「GO ON THE SUWAKO」 

無免許で操縦できるエンジン付きゴムボートを使用

して、もっと身近な位置から諏訪湖を観察。小学校

高学年から中学生を１５～20名募集して行う、 

３）納涼例会（予算）について 

４）ロータリー奉仕デー 地域環境保全プロジェクト

「海岸清掃」について。９月１２日を予定。（今後詳細

決定） 

５）下諏訪中学校進路学習講話についての報告（別

記事で記載しています） 

【報告事項】 

１）２６００地区より、先日の熱海への募金について追

加説明が来ました。回覧いたします。 

【連絡事項】 

１）ダメ絶対運動の募金を箱を行います。 

２週の募金の結果１５３３５円を送金しました。 

【受領文書】 

１）岡谷エコーロータリークラブ、諏訪ロータリークラ

ブからクラブ計画書が届きました。 

２）バギオだよりが届きました。回覧いたします。 

◇委員会報告◇ 

青少年奉仕委員会 委員長 片倉久尚 

下諏訪中学校より「進路学習」への協力を要請され

ました。目的は「働くことへの関心を深めよう」をタイト

ルに下諏訪中学校の２年生を対象に、将来の進路

について具体的に考える機会や展望を持つための

講師を派遣し講話してほしいとの依頼でした。 

地域の青少年との交流と活動への支援の一環とし

て 宮坂健会員を講師として派遣し、小口会長、片

倉久尚会員も同席しました 

・実施日時 ０７月０８日（木） １４：４０～１５：３０ 

・下記の①～③を２０分で行い、２回講話しました。 

① 講師の仕事内容、やりがいと大変さ 

・今の仕事に就くきっかけと商売とはどんなことな

のかをお話しました。 

②その仕事に就くために必要なこと、社会までに

身につけておいた方がよい考え方 

・基礎や基本を身に着けるために今を学び、なぜ

と疑問を感じたら直ぐ調べる。 

・求める力は仲間と協働すること。 

・何のために学ぶか、学ぶ目的を考える、経験を

積み自分を磨くことを大切にして欲しい。 

③生徒からの質疑応答を受けました 

 

 

 

 

 

 

 

講演をする宮坂健会員 

 

 

 

 

 

 

 

月日 回 内　　　容 担　　当

5日 木 1701 ガバナー補佐事前訪問 会長・幹事

8日 日 1702 諏訪湖クリーン祭 社会奉仕委員会

12日 木 休会

19日 木 1703 ガバナー公式訪問 会長・幹事

26日 木 1704 第36期決算報告 会長・幹事
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第１６９９回例会 

「温故知新」 
チャーターメンバーのお話を聞く 

担当 職業奉仕委員会 

本日は、２７年前の創立当時から在籍する６名の

チャーターメンバーに創立当初のお話やロータリー

で心に残る思い出をお聞きしました。（尾上会員は

入院中のため欠席でした） 

初めての企画でしたが心に残る機会となりまし

た。時間をもう少し取り、例えば例会でなく会員セミ

ナーとして行うなどすればユニークな企画になると

思いました。 

新企画を打ち出した五味委員長ほか職業奉仕委

員会の皆様ご苦労様でした。 

左から平山隆勇会員､大澤邦彦会員､溝口幸二会員､近江誠一会員､林洋三会員 

■逆らえない先輩に言わ

れて何もわからないまま入

会しました。ﾁｬｰﾀｰﾅｲﾄの

熱気はすごかったですが

何分にも３７年も前の事で４

７歳の人間が小学校４年の

ころを思い出すのと同じで

よく覚えていません。 

ただ当時は出席の規定がとても厳しく公的な役職に

もついていたので出席に苦労しましたのも懐かしい

思い出です。 

■私はロータリーにすぐに

は入会できませんでした。

チャーターメンバーである

けれどもキーメンバーでは

ないということです。当時は

一業種一人という規定があ

り、また入会審査も厳しく一

人の方の反対で入会できなかったのです。私を誘っ

てくれたキーメンバーが、涙ながらに「大澤我慢して

くれ発足したらすぐ入会させる」といった言葉が印象

的でした。発会と同時に入会しましたが、実は私は

どうしても入りたいわけでなかったのですが・・・・ 

もう一つ、親クラブは岡谷になっていますが、最初に

頑張ってくれたのは諏訪クラブだということを忘れな

いでください 

■しばらくの間ロータリーに

愛着もわかずやめようかな

と考えていました。そんな

私が大きく変わるきっかけ

になったのがロータリー世

界大会への参加でした 

世界大会に参加して世界

の素晴らしいロータリアンを

知りその関係から医療奉仕に取り組むこともできまし

た。ぜひ世界大会へ参加しましょう。考えが大きく変

わることを受けあいます。（溝口会員は「超我の奉仕

賞」を受けています） 

■私がロータリーに入って

居心地が良いなと思ったの

は、通常業界内などでも先

輩後輩の関係があって言

いたいことが言えないことも

あるわけですが、ロータリー

は上下の分け隔てがなく誰

とも話ができいろいろな方

と知り合いになれたのが楽しかったです。 

当時７０歳以上のメンバーはなんと一人でした。びっ

くりしますね。 

ロータリーに関してわからないことだらけでしたので

委員会内でもロータリーの話を熱くまじめに話した

のが、懐かしく思い返されます。 

■私がロータリーに入った

のは、当時の例会場だった

「うらかめや」の植松大六郎

さんに「ここに名前を書け」

といわれて書いたのが始ま

りでロータリーに入会する

ことも知らずに入会したわ

けです。 

入会して１５年で幹事を経験し２０年で会長をさせて

いただきました。 

ロータリー生活の中で一番印象に残っているのは、

会長の時、大澤さんに委員長をしていただき地区の

LIRAを実行したことです。地区からも大変お褒めを

いただいた思い出深い事業でした 


